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１　今年度の最終評価について
（１） 学習指導

（２） 生徒指導

（３） 進路指導

・身だしなみについて、ある程度の基準は必
要だが、今の時代に合わせた内容にしても良
いと思う。まずは登校するのが一番だと思
う。

評　　価　　・　　提　　言　　等 提言等に対する改善方策等

・生徒の進路指導について ・校内就職模試の実施を通して、生徒の学習
段階に応じた指導を行っている。アルバイト
を通じて職業に対する理解を深めながら、職
業実践期間中には資格取得、入試対策を行
い、適切な進路選択の機会を提供できた。進
路ガイダンスや職場見学などの機会を活用し
ながら、在学中の進路先選定に向け取り組み
たい。

・軽微な違反が20件あり、すぐに改善が見ら
れた。身だしなみ指導日以外であっても指導
し、日頃から規範意識を持たせたい。基準に
ついては、近隣校の事例も参考に検討した
い。
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・「授業等の充実」の評価が高いのは、先生
方のきめ細かい指導で、生徒との良好な関係
が成立しているためだと思う。今後もお願い
したい。

・生徒の授業に関する項目について、プラス
の回答が97.6％とかなり高い評価となった。
ティームティーチングなどにより支援を要す
る生徒への配慮など、きめ細かい授業ができ
ている。学び直しの時間を設ける工夫を継続
しながら、新しい知識の習得にも取り組みた
い。
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（４） 特別活動

（５） 保護者との連携

２　学校評価アンケートについて

３　学校経営への提言

・部活動について　現在は運動部しかない
が、運動が苦手な生徒もいるので、何か文化
部があってもいいのではないか。

・部活動について、目標として勝利すること
は重要であるが、負けて学ぶこともある。負
けたときに勝者をリスペクトできる人になっ
てくれたら良いと思う。

・現在は全員が運動部に所属することになっ
ているが、運動が苦手な生徒もいるので、文
化部の必要性も感じている。定通制総体に学
校行事として全員で参加していることも踏ま
えて検討していきたい。
　バドミントン部2名が全国大会出場を果たす
ことができたが、県大会での上位入賞や全国
大会出場を基準とした目標については検討し
たい。

・委員の皆様より、貴重な御意見、温かいお
言葉をいただき、大変励みになった。肱川分
校では、保護者の皆様に御協力いただくとと
もに、地域の方々に支えられて様々な教育活
動を実施できており、大変ありがたい。今後
も保護者の皆様や地域の方々と連携し、生徒
が成長するように努めたい。

　　・保護者アンケートで「わからない」との回答
　　が多いことに驚いている。家庭で親子の会話が
　　なされているか気になる。子どもが家庭で話せ
　　る環境づくりが必要であると思う。

　　・生徒アンケートで、進路に関しての質問に対
　　してマイナス回答が多いのが気になる。家庭で
　　の声掛けも必要だが、学校からのアドバイスも
　　お願いしたい。

　　・先生方が子どもたちと向き合って指導してい
　　るので、子どもたちが登校できていると思う。
　　今後も先生方の無理のない範囲で、指導をお願
　　いしたい。

　　・様々な子どもたちがいるが、その子どもたち
　　が登校できていることが、保護者として大変あ
　　りがたい。肱川分校は学校全体で子どもたちを
　　指導してくれている。今後も肱川分校への進学
　　希望者がいてほしい。

・学校評価アンケートについては、生徒・保
護者ともに全体的に肯定的な評価を頂き、有
り難く感じている。今年度のアンケート結果
からは、生徒の自分自身に関する評価の低さ
と、保護者の「わからない」との回答が目
立った。学校として、生徒や保護者に寄り添
いながら、保護者と協力して生徒の自己肯定
感を高める経験をさせていきたいと思う。

・学校のホームページへのアクセス数を基準
とした「保護者等への情報提供」の評価がD
となっているが、全校生徒数が少ないことを
考えると、アクセス数は少なくないと思う。

・ホームページをできる限り更新し、学校の
情報や活動の様子を随時提供しており、保護
者の方によく見ていただいている。基準につ
いては検討したい。


